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天塩町地域おこし協力隊 2020 年 1 月～3 月活動報告 
地域プロデューサー 久保 綾香 

 
1月〜3月は以下の 5つの活動を行った。 

1. 天塩町魅力発信ワークショップを通じた取り組み 

2. ダンス指導 

3. イベント等の実施・実施支援 

4. イベント・セミナー・研修等を通じた情報収集 

5. その他 

各項目の具体的な内容については以下の通り。 

1. 天塩町魅力発信ワークショップを通じた取り組み 

かわまちづくり協議会主催で開催されてきた、行政・民間・協力隊・地域の方々が集まる、

町の魅力発信のためのワークショップ（SNS活用ワークショップ）で、以下の取り組みを行

った。 

（1） 観光モデルコースパンフレットの作成 

「道の駅てしお」に立ち寄られるお客様でお勧めの観光スポットなどを尋ねられる方が多

いことから、天塩町とその近隣地域を含む観光モデルコースを検討し、全 4種のパンフレッ

トを作成した。天塩町に来られるお客様の傾向や好み、希望に合致しそうな場所やコースに

ついてワークショップ参加者が意見を出し合い、内容の検討、イラスト作成、パンフレット

のデザインを経て、最終的に観光モデルコースのパンフレットとしてかたちにすることが

できた。 

コースは「サイクリスト」向け、「女子旅・カップル」向け、「我が道マニア」向け、「ゆ

ったり大人」向けの 4種類。「サイクリスト」向けコースは、短い時間で街の魅力を堪能し

つつも、コースを周る途中でスイーツを購入したり、予算や希望に応じて食事をとる場所を

検討できるコース。「女子旅・カップル」向けコースは、若い世代のグループに楽しんでも

らえるよう、話題のスポットや SNS 映えする食べ物・場所を巡ることができるコースとし

た。「我が道マニア」向けコースは、メジャーな観光スポットではなく、ちょっと個性的で

あったり、知る人ぞ知るマニアックな場所を巡ることができるコース。そして「ゆったり大

人」向けコースは、街の歴史についてゆっくり時間をかけて学びつつ、地元の人たちのあた

たかさや魅力に触れることができるコースとした。 

パンフレットに記載の QRコードから URLにアクセスすると、Googleマップ上でコースの

順路や場所を確認することができるようになっている。またパンフレットの裏面には、天塩

町の飲食店・宿泊施設のリストと簡単な地図を掲載した。 
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「サイクリスト」向けコース 「女子旅・カップル」向けコース 

  
「我が道マニア」向けコース 「ゆったり大人」向けコース 

  
飲食店・宿泊施設情報（パンフレット裏面） 道の駅てしおで配布 

（2） インス「夕」映えフォトコンテスト 

昨年 8月より天塩かわまちづくり協議会主催で開催されていた「てしお川インス『夕』映え

フォトコンテスト」が、1月末日を以て募集期間が終了し、審査のうえ入賞者が決定された。

本コンテストは、川と夕日が一枚に収められた写真を SNS（インスタグラム）に投稿（応

募）してもらうことを通じて、町内の方や地域外の方に天塩川や天塩町に興味を持ってもら

い、その価値に気付いてもらうことで、新たな交流や関係性の創出を目指すものとして企

画・開催された。 

本コンテストでは、募集締め切り時には 152件もの投稿が集まり、天塩川だけでなく、町外

で撮影された川と夕日の写真も多数見受けられた。今回は最優秀賞を 1名、優秀賞を 2名、

特別賞を 3名として入賞者が選定された。最優秀賞に輝いたのはアカウント名「matya_eve」

さんの夕張川（江別市）と夕日の写真。その他、天塩川だけでなく京都府や東京都にある川
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で撮影された写真や、小さなお子さんが写っている写真、たくさん投稿を行いコンテストを

盛り上げてくれた方の写真などが入賞した。入賞された方々には、賞品として天塩町の特産

品詰合せを贈呈した。こうしたイベントをきっかけに、町内外の方にさらに天塩町に興味を

持って頂きたいと考えている。 

今回のコンテストで天塩川と夕日の写真を投稿された方々の中には、地元天塩町に居住さ

れていると思われる方も多くいた。本企画は、「地域住民の参加」や「地元にある川やまち

の魅力の再認識」を促すことも目指していたため、そういった点で、町の方々に地元にある

素晴らしい資産を再認識して頂く良い機会になったのではないかと感じている。今回海外

の方からの応募は無かったものの、外国語は中国語もしくは英語での対応が可能な方であ

れば、海外の方でも応募可としていた。今後も、こうした地域の資源を地域の人たちで発見

していけるような機会を作りつつ、町外や国外の方も巻き込み多くの人と繋がりながら、天

塩町の魅力を発信していけたらと考えている。 

  
インス「夕」映えフォトコンテスト チラシ 最優秀賞（1位）に選ばれた作品 

（3） 移住希望者向けウェブページの製作 

町外や道外の方、特に地域おこし協力隊の制度を通じて移住を検討している方に、天塩町で

の実際の暮らしを知ってもらえるよう、地域おこし協力隊によって運営されるウェブペー

ジを製作することとなった。天塩町の自然や食べ物、アクティビティ、宿泊施設など、観光

や滞在中に必要な定番の情報を提供しつつ、実際に暮らしている協力隊の視点でコンテン

ツを製作・提供することを想定している。 

▼ 天塩町移住者向け情報サイト「のぞき見てしお」 

https://teshiopr.wixsite.com/teshio-chiikiokoshi 

上記の取り組みのほか、同じ協力隊の Emi さんにより、天塩町のマスコットキャラクター

である「てしお仮面」をベースにデザインした LINE スタンプと LINE 絵文字が作成され、

無事に販売が開始された。 
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ウェブサイト「のぞき見てしお」のトップページ EmiさんがデザインしたLINEスタンプと絵文字 

2. ダンス指導 

1 月から 3 月にかけて、毎月 1 回実施しているヒップホップダンス教室（町教育委員会主

催）や、天塩町のストリートダンスサークルなどでダンス指導を行った。 

（1） ヒップホップダンス教室（町教育委員会主催）の実施 

1月から 3月まで実施予定であったが、新型コロナ

ウイルスの感染拡大予防のため、3月実施分につい

ては中止とした。実施したダンス教室は以下の通

り。 

• キッズクラス（1/17, 2/25） 

• 入門クラス（1/17, 2/25） 

（2） ストリートダンスサークルでの指導（協力隊の業務外での活動） 

サークルでのレッスンはこれまで毎月 2 回として

いたが、練習のモチベーションを高めてもらうため

に、月 3回とすることとした。新型コロナウイルス

の感染拡大状況などを踏まえて、引き続きレッスン

の実施について検討していく。 

（3）他地域のダンススクールとの交流 

羽幌町の LUSH☆DANCE SCHOOLの主催で、世界

的ダンサーKENTO MORIのダンスワークショップ

が 1月 12日に開催された。天塩町のダンスサーク

ルに所属する生徒とともにワークショップに参加

した。今後もこうしたワークショップなどを通じ

て、天塩町の生徒が他地域の人々と交流できるよう

促していければと考えている。 

 
2月 25日実施のキッズクラス 

 
サークルのレッスンの様子 

 

KENTO MORIワークショップの参加者 
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3. イベント等の実施・実施支援 

天塩町内で開催された以下のイベントの実施支援を行った。 

• 子ども広場＠天塩町ふれあいセンター（1/16）【実施支援】 

• 「天塩川フォーラム」＠天塩町（1/26）【実施支援】 

かわまちづくり協議会主催で⾏ってきた「⼦ども広場」を、発達⽀援センターの⼦どもたち
向けに開催した。久保はこれまで⼦ども向けのイベントで折り紙教室を担当したことがあ
ったため、折り紙指導を担当した。 

天塩川フォーラムでは、これまで天塩町の陶芸サークルと共に製作してきた、天塩川流域に
⽣息する⽣き物のオブジェと野⿃のポストカードをノベルティとして配布した。久保は、オ
ブジェの製作、野⿃ポストカードとオブジェのパッケージデザインを担当した。 

  
子ども広場開催の様子 天塩川フォーラム開催の様子（1） 

  
天塩川フォーラム開催の様子（2） 天塩川フォーラム開催の様子（3） 
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製作したオブジェとデザインしたパッケージ デザインした野鳥ポストカード 

4. イベント・セミナー・研修等を通じた情報収集 

参加したイベントやセミナー、研修等は以下の通り。 

• 「令和元年度地域おこし協力隊ステップアップ研修」への参加＠滋賀県（2/3~4） 

• 「令和元年度地域おこし協力隊全道研修・交流会」への参加＠札幌市（2/20~21） 

「令和元年度地域おこし協力隊ステップアップ研修」では、全国の地域おこし協力隊が一同

に会し、まちづくりの専門家による講義や地域おこし協力隊 OG・OB とのディスカッショ

ン、グループに分かれてのロードマップの作成等が行われた。この研修を通じて、これまで

の協力隊の活動をどのようにまとめ上げていくべきかを考えることができた。また、協力隊

の活動を自分自身で評価・分析する手法等を学んだ。 

「令和元年度地域おこし協力隊全道研修・交流会」では、北海道内の協力隊が一同に会し、

現役の地域おこし協力隊や協力隊 OG・OB、まちづくり等の専門家による事例発表を聞き、

その後参加者がグループに分かれ各人の活動内容や課題、その解決策等についてシェアし

自由にディスカッションを行った。また、テーマ別のワークショップも行われた。現役の地

域おこし協力隊との交流を通じて、今後の自分自身の活動に役立てられるような情報を得

ることができた。また、自身が所属している「きた北海道協力隊ネットワーク（KKN）」の

事務局長が本研修で事例発表を行ったため、KKN事務局として、より多くの協力隊とのネ

ットワークを広げることができ、KKNの活動について認知度を高めることができた。 

  
ステップアップ研修でのグループワーク ステップアップ研修でのグループ毎の発表 
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全道研修でのKKN事務局長による事例発表 全道研修でのグループワーク後の発表 

5. その他 

• 協力隊 Emiさんによる中国語セミナーへの参加＠天塩町内（1/22） 

• かわまちづくり検討会への参加＠天塩町内（2/14） 

• 「『受け継ぎたい北海道の食』動画コンテスト」に応募した動画の入賞・表彰（3/27） 

• 「北海道移住への架け橋」の SNSページでの情報発信（協力隊の業務外での活動） 

• 「きた北海道協力隊ネットワーク（KKN）」での活動（2020年度に向けた年度末のオン

ライン総会と事務局加入希望者に向けたオンライン説明会） 

農林水産省北海道農政事務所主催の『「受け継ぎたい北海道の食」動画コンテスト』に応募

した動画「北海道天塩町 伊藤家の飯寿司（いずし）」が入賞し、優秀賞を受賞した。3月 27

日に北海道農政事務所の方々に天塩町役場にて表彰頂いた。今回の飯寿司づくりを通じて、

北海道の伝統食やその技術を継承していくことの重要性を再認識するとともに、この技術

を次の世代に継承していくためにどのような工夫をするべきかを考えることができた。ま

たこのような機会があれば、積極的に参加し、町の魅力発信に貢献していきたいと考えてい

る。 

また、動画コンテストへの応募をきっかけに、天塩町地域おこし協力隊の YouTube チャン

ネルを作成し、本動画を掲載した。今後、天塩町の魅力発信のための動画コンテンツを製

作・掲載していければと考えている。 

▼ 天塩町地域おこし協力隊 YouTubeチャンネル 

https://www.youtube.com/channel/UCMIxEIln1Atm43p2U95Bs1g 

  
協力隊YouTubeチャンネルに掲載した動画 天塩町役場での表彰 
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別添資料 自身の活動に関するメディア掲載等 

 
2020年 2月29日（土）北海道新聞朝刊（留萌・宗谷版）に掲載 
 

以上 

 

 


